
男女共同参画計画

現
状
と
課
題

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
の
解
消

　我
が
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
法
制
度
の
整
備
が
進
ん
で

き
た
も
の
の
、
性
別
に
よ
る
偏
見
や

不
当
な
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

働
き
方
・
暮
ら
し
方
の
根
底
に
、
地

域
社
会
の
仕
組
み
や
慣
例
等
に
よ
り

人
々
の
中
に
形
成
さ
れ
た
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
性
別
に
関
係
な
く
全
て
の
働
き

た
い
人
が
、
仕
事
と
家
庭
の
二
者
択

一
を
迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画

拡
大　急

速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
化
等
に
対

応
し
て
い
く
中
で
、
女
性
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
意
見
の
反
映
は
、

様
々
な
視
点
が
確
保
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

市
に
お
い
て
も
地
域
活
動
や
市
政
へ

の
参
画
等
、
女
性
の
社
会
参
加
を
促

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
・

支
援　女

性
に
対
す
る
性
犯
罪
、
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
根
絶
す
る
こ

と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
重
要
な
課
題
で
す
。

　暴
力
は
、
身
体
を
傷
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
心
へ
の
影
響
も
大
き
く
、

そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
支
障
を
来

た
し
、
貧
困
や
様
々
な
困
難
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
本
市
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
若

年
層
か
ら
の
教
育
・
啓

発
や
、
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❻-2

男
女
共
同
参
画

人権

摂津市

男女の人権が平等に尊重され、性別にとらわれることなく個性と

能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会をめざしま

す。

基本
方向

「直近１年間で性別による利益
または不利益を感じたことがある」

と回答した市民の割合

各種審議会等への女性の参画率

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

男女共同参画社会を実現するまちにします暮らしにやさしく笑顔があふれるまち

35.2% 40.0%

8.8%
（令和2年度）

5.0%

指標（KPI）

分野
計画

意識の形成

●意識改革の促進

●男女平等教育・学習の推進

環境の整備

●あらゆる分野での男女共同参画の促進

●労働における男女平等の推進

●男女の自立を支える福祉環境の整備

女性の人権尊重

●生涯を通じた女性の健康支援

●女性に対するあらゆる暴力の根絶

76  人権 人権  75


